
白山林道法面緑化の推移について

四手井　英　一　石川県白山自然保護センター

ABOUT THE SUCCESSION OF THE VEGETATION ON THE SLOPE

SURFACE ALONG "HAKUSAN FORESTROAD"

Eiichi Shidei, Hakusan Nature Conservation Center

は　じ　め　に

　この林道は森林資源の開発，山村振興，観光などを目的に特定森林地域開発林道（通称スーパー林

道）として昭和42年に着工し，同50年に完成，その後舗装，安全施設，緑化などの工事を行い, 52

年８月に供用が開始された。

　規模は石川県尾口村地内，県道瀬戸野一岩間線分岐より岐阜県大野郡白川村鳩谷地内に至る総延長

33.4km,幅員6.5m,一部4.6m,最低標高約400 m, 最高標高1,480 mの山岳道路で，この内21km

が白山国立公園内を通過している。

　林道沿線は，中生代後期の酸性火砕岩類からなるＶ字峡谷であり，この急傾斜な地形に道路を建設

したために，その破壊の爪跡はすさまじく，標高が高いこと，有数の多雪地のために雪崩が多発する

ことなどによって緑化復元は困難な状況にある。

調　査　方　法

　調査は石川県側料金所より三方岩トンネル岐阜県側出口までの約16km間に，永久調査区４ヶ所，

写真調査区37ヶ所を設定して行なった。永久調査区の内.No. 1と２では1.3m以上の木については，

毎木調査を行ない，樹種，胸高直径，その位置を図面上に記した。

　No. 3と４は切取法面上であり，ブナの実生が多く認められることから１×2㎡の方形区を作り,単

木ごとの位置と樹種を図上に記し，更に，ブナのみについてテープライターを利用してナンバーリン

グを行なった。

　写真調査区Ｎ０.0～36 は,撮影位置，方向を決めて毎年同一位置,方向で撮影を続けることによっ

て，写真上で緑化の進展度を計測する方法を採用してみた。

調査地の概要

　調査地の位置および概要は図1,表１に示した。周辺植生は，ブナの原生林を主に，岩角地にはヒ

メコマツ・クロベなど，谷沿いの急斜地には山地高茎草原，又標高1,300 m以上にはミヤマナラ・ア

オモリトドマツ・コメツガなどが見られ，又，三方岩付近にはモウセンゴケ・ニッコウキスゲ・ヒメ

イワショウブを主とした湿地が見られる。

　永久調査区No. 1はクロベーヒメコマツ林, No. 2はブナ林内であり, No. 3と４は, No. 2と林
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道にはさまれた切取法面で，ブナの実生が多く見られる。

　写真調査区については表１に示す。

結果と考察

　永久調査区No. 1と２では，植生の面では，今のところ特に変化は見られないが,52年秋に石川県

林業試験場の中野敞夫が調査した土壌含水率（図2）によれば，林道法面に近くなるにつれて含水率

が低くなることから，法切りによる乾燥化が進み始めているのではないかと考えられ，周辺植生への

影響が心配される。

　永久調査区No. 3と４は，タスネットを張っ

た上にヨモギを吹付けた所であるが，表土の安

定が良いためにブナの実生が多く見られ，52年

の調査時には１ｍ×２ｍの中に，No. 3で91本

No. 4で85本の実生が見られた。　しかし53年

の調査時には, No. 4は78本と8.2％の減少で

あったが,No. 3では51本と実に44％もの減少

を見た。これは斜面中腹のNo. 4ではタスネッ

トに保護されて残ったが,No. 3では上部からの

崩土などに埋もれて枯死したものと思われ，こ

のことから，まだ生理的な減少は始まっておら

ず，物理的減少のみと考えられる。

　しかし今後，吹き付けられたヨモギなどが生

長し，ブナの実生を被う･ようになった段階でど

のような減少過程をたどるのか興味のあるとこ

ろである。
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　次に写真調査区であるが，開通時より，法面が荒廃した場所は見られず，岩法面や，コンクリート

を吹き付けた法面，また特に表土が安定していない法面以外は,ほぼ緑化に成功しているようである。

しかし，緑化材料にヨモギの他，イタドリ，ススキ，タドハギなども使用しているのだが，イタドリ

が一部で成功しているだけで，他はヨモギの純群落となっており，在来種，特に木本植物の侵入を阻

害しているようで，ヨモギ群落が自然植生へ遷移してゆく過程の調査を今後続けてゆきたい。

　また，一部法面に，ヤブガラシ，アメリカセンダングサ，ホワイトクローバー，ケンタッキー31フェ

スク，ウィーピングラブグラスなどの侵入が見られたが，ヤブガラシについてはヨモギに被圧された

ためか，環境に合わなかったためか,52年に６株あったものが, 53年には１株も発見できなかった。

その他の外来種も次第にヨモギに置き代えられ，一部の路傍に散見できる程度である。

　これらのことから，緑化そのものについては，法面の安定さえ図ってやれば後は時間の問題と言え

ようが，法面から土壌が乾燥化の傾向をたどることによって周辺森林が受ける影響については，全く

未知数であって，少しでも影響が現われれば，早急に対策を立てねばならないだろう。

　なお，本調査にあたって，奈良女子大学の菅沼孝之助教授の御指導をいただいた。ここに記して厚

く御礼申しあげる。
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